
⼦どもの姿

最初にそら先生が黄色いとうもろこしを剥き、その後にもう一方のとうもろこしを剥
くと、「しろい！」とその色の違いに気がついて驚くように声を上げる姿がありまし
た。とうもろこしを包んでいたアルミホイルをそっと手にして、クンクン…と匂いを
嗅いでみる姿も。
とうもろこしを手にすると、勢いよく剥き始める子どももいれば、どこから剥いたら
いいのか分からず、声をあげて大人にやってほしいことを伝える子どももいました。

" "

これなんだっけ？というそら先生の質問に、「じゅーじゅ
ー」（あぶら）と、今までの活動の記憶から連想する言葉で
表現しながら返す姿が出てきていました。
音がすることを思い出したのか、そっと事前に自分の耳を塞
ぐ様子も。
「もっとみたい」と話したり、「いろが変わったね」と焼け
て取り出したヤングコーンをみて発見を口にすら姿もありま
した。

ヤングコーンが皮から出てくると、
「とうもろこしの赤ちゃん出てきた
ー！」「せんせい、みてみて。」と
誇らしげに見せる姿がありました。
また「できない。」と大人に手伝い
を求める姿も。皮がピッタリとして
いたので境目がわかりにくかったよ
うでした。
少し手伝うと、自ら手を動かしてや
ってみようとしていました。

自分たちで一つずつヤングコーンをお湯の中に入れてみました。
そっとゆっくり、入れられた子どももいれば、少し怖かったのかサッと
手を離して入れる子どももいました。お湯に触るとあぶない、という危
険をよく理解しているようでした。



いただきます！

活動後には色々なお野菜が登
場する『おやおやおやさい』
の絵本を読み聞かせしまし
た。
今まであまり注目の行かなか
ったとうもろこしに、みんな
の指が集まります。
こんなところに！発見！とば
かりに「とうもろこし！」
「いた」と教えてくれまし
た。

お部屋の中に活動時のとうもろこしの
写真を貼ってみると…

包丁を持つ
手を再現し

て

トントント
ン…と動か

してみたり

「あ！」とみつけて
眺めてみたり…

ランチルームにあった食材
クッションに気がついて、
「とうもろこし！」と指し
たり、タッチしたい〜と抱
っこを求める姿もありまし
た。

見たことのある食材だったからか、食べるのが待ちきれない様子の子
どもたち。順番に配ると「〇〇ちゃんも！」と早く食べたい、ほし
い、という気持ちを伝えていました。焼きたてで少しあついのでフー
フーと冷ましながら、勢いよく食べる子どもたちです。ひと口食べる
と「おいしー！」とにこにこ笑顔に＾＾
黙々と食べる子どももいました。
おかわりをした後もまだまだ食べたくて…「おかわり〜！」と粘って
おねがいしている姿もありました。笑

触ってみたり、
「みてみて」と教えてくれる姿も
ありました



先⽣コメント
今回の食材は「とうもろこし」でした！緑の皮が付い
たままのとうもろこしを見て、みんなこれはなんだ？
と不思議な表情を浮かべていましたね。そら先生が皮
を剥いて出てきたのは、綺麗な黄色のとうもろこし！
元々とうもろこしを知っていた子も知らなかった子も
食材に釘付けで、前回、前々回の食の探求の活動を思
い出しなのか、食材を見ただけで、「食べたい！」
「ジュージューして！」と言っている姿はとても印象
的でした。そら先生は美味しい食べ物を持ってきてく
れる！とみんな覚えているようでした。
これからも、子どもの意欲、探究心を大事にしなが
ら、子どもたちが新しい食材と出逢う場を素敵なもの
にしていきたいです。私自身、次回以降の食材がとて
も楽しみです！
伊藤

振り返り
保育者

気
づ
き

コメント
３回⽬ともなれば、みんなもうこれからどん
なことが始まるのか、だいたい解ってきたよ
うで、回を増すごとに集まりも早くなり、集
中⼒もまして来ているように感じます。普通
のとうもろこしは馴染みがある⾷材ですが、
ベビーコーンやヤングコーンに関しては、初
めての出会いであった⼦も多かったかもしれ
ません。初めて⾒るものを、初めて⾷べてみ
て、初めての味と⾷感で、さらに美味しい！
そんな贅沢な探究が毎回出来ていることはと
っても贅沢だなぁと、⼦ども達を⾒ながら思
う坪井でした。そしてこのヤングコーン、僕
も買って家で調理してみました。ヒゲも⾷べ
られるとのことで初めてヒゲを⾷べました。
⼦ども達だけでなく、保育者も⼀緒に探究し
ていくことも、様々な場⾯で⼦ども達にアウ
トプットしてあげられる引き出しを増やす上
でも、とても⼤切だとも感じました＾＾
坪井
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